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１.農研機構における取組 

 地球温暖化や人間と自然の関わりが変化するなかで、病害虫や野生鳥獣による農業被害

が深刻化しています。また、一部の外来生物が異常に増殖することによる農業生産活動の

阻害も顕在化しています。この発表では令和元年度から始まった農水省委託プロジェクト

研究「農業被害をもたらす侵略的外来種の管理技術の開発」を下敷きに、水系を通じて拡

散する侵略的外来種の管理技術の開発について話題提供し、開発した管理技術を社会実装

する筋道について議論することを目的としています。 

 

研究概念図：農業被害をもたらす侵略的外来種の管理技術の開発 

Conceptual diagram of the research: Development of management techniques for invasive alien 
species causing damage to agriculture. 
 

２.取組の概要 

Ⅰ 農業水利施設網における外来二枚貝の駆除・低密度管理手法の開発 

Ⅱ 水田と周辺Ⅰ 農業水利施設 Ⅲ 畑,牧草地と周辺

成果の普及

［背景］カワヒバリガイやタ

イワンシジミの増殖による通
水障害

○管理のための技術開発

・落水・薬剤等による駆除
・堆積した貝類の排出技術

・駆除貝の処理（堆肥化）

○DNAマーカーによる動態解

明と遮断すべき経路や優先管
理地点の明示

○駆除・低密度管理技術体系

［背景］ナガエツルノゲイト

ウ増殖による被害

○管理のための技術開発
・水田と畦畔での防除

・水田-用排水路の移出入
防止

・水田-流域の移出入防止

○拡散モデルによる動態解明

と遮断すべき経路や優先管理
地点の明示

○低コスト・低密度管理技術

体系

Ⅳ 新たな解析ツール
○環境DNA分析による侵略的外来種のオンサイト検知

○早期検知と広域モニタリングの実現
○生物相の網羅的解析による侵略的外来種の侵入や各防

除手法の対象種以外の生物に及ぼす影響評価

広域対策
［背景］

・水の循環で侵入定
着・拡散を反復
・農業水利施設網

経由で分水嶺等の障
壁を越えて分布拡大

○水路と農地の管理

者が連携し、経路を
合理的に遮断

○調査・管理マニュアルの公表、活用による駆除
の実現と労力・経費の削減
○愛知目標の達成やIPBESを通じた国際貢献

［背景］

・夏畑作でアレチウリ、冬作
で外来イネ科雑草の侵入によ

る農業被害
・イネ科外来牧草類の拡散に
よる生物多様性への懸念

○管理技術の開発
・雑草リスク評価
・ドローン等による侵入・

拡散動態の把握
・農耕地への侵入を防止す

る除草体系処理

○駆除・低密度管理技術体系
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 カワヒバリガイについて、貯水池における落水や薬剤の使用等による物理的・化学的環

境制御を組み合わせた総合的駆除手法を体系化する。また、送水管路内の駆除技術を確立

する。タイワンシジミについては、パイプラインの継ぎ手の構造や廃泥操作の改良等によ

る効率的な駆除技術を確立する。さらに、農業水利施設において駆除した外来二枚貝の殺

処分から堆肥にするまでの処理を体系化し、体系の構築および運営に要する経費を明らか

にする。 

 

Ⅱ 循環灌漑地帯における外来水草の駆除・低密度管理手法の開発 

 ナガエツルノゲイトウの蔓延した水田や畦畔における除草剤を用いた駆除手法と小規模

ポンプ場の取水口や用・排水路における流入・流出防止技術を確立する。また、費用対効

果の高い優先的駆除箇所の決定手法を提案する。これらの手法を組み合わせることにより、

流域内におけるナガエツルノゲイトウの個体密度の低減に向けた管理手法を体系化する。 

 

Ⅲ 農耕地およびその周辺における外来植物の駆除・低密度管理手法の開発 

 外来のイネ科植物とアレチウリについて、農耕地およびその周辺における侵入・拡散を

防止する観点から、優先的に管理すべき種や駆除地点を決定する手法を確立し、その有効

性を明らかにする。また、外来イネ科植物の牧草地における適時刈り取りによる封じ込め

と牧草地以外の農耕地に侵入した個体の駆除手法を確立する。さらに、農耕地におけるア

レチウリの侵入・定着状況に応じた除草剤による防除体系を確立する。 

 

Ⅳ 環境 DNA 分析による侵略的外来種の検知とモニタリング手法の開発 

 貯水池や農業用水路において、カワヒバリガイやナガエツルノゲイトウなどの侵略的外

来種の有無を判定する環境 DNA 分析手法を確立し、ⅠやⅡにおける広域モニタリング調査

に活用する。また、侵略的外来生物の蔓延あるいは駆除により在来の生物相が受ける影響

を評価するために、生物種を網羅的に同定するための手法を確立する。 

 

３．管理技術の社会実装に向けて 

 一般に行政における侵略的外来種に関する窓口は環境関係の部局です。しかし、農業水

利施設における被害という観点からは、農林関係の部局とも情報共有する必要があります。

また、外来種の生育環境が河川等にも及ぶ場合には、土木関係の部局との連携も不可欠で

す。一方、河川や湖沼の水は農業用、工業用、生活用など様々な用途に利用され、その管

理主体は多様です。水利用を介して拡散する侵略的外来種の問題は、わたし達の社会や行

政の役割分担を横断しているため、管理技術の社会実装は容易ではありません。 

 平成 27 年（2015）に公表された「外来種被害防止行動計画」には、様々な主体が外来種

問題に取り組む際の行動指針が示されています。地方自治体のレベルでは、問題となる外

来種の分布域と行政区界が一致しない場合があり、適切な対策を講ずるためには部署間や

自治体間の連携・協力が重要であると指摘されています。また、研究機関においては、そ

れぞれが対象とする分野での調査研究を進め、その成果を社会に還元し効果的・効率的な

防除を推進する必要があるとされています。管理技術を円滑に社会実装するためには、技

術開発に着手する時点から多くのステークホルダーと連携することが重要です。 
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